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特
別
土
地
保
有
税
が

　
　
　
　
　
　
　
創
設
さ
れ
ま
し
た

　
土
地
の
投
機
的
取
得
を
抑
制
す
る

目
的
で
、
新
た
に
土
地
保
有
税
が
で

き
ま
し
た
。

　
こ
の
税
は
、
土
地
を
五
千
平
方
層

（
約
千
五
百
坪
）
以
上
保
有
し
て
い

る
場
合
と
取
得
し
た
場
合
に
課
税
さ

れ
ま
す
。

　
税
率
・
納
期
な
ど

　
土
地
を
保
有
し
て
い
る
場
合

　
昭
和
四
十
四
年
一
月
一
日
以
後
に

取
得
し
た
土
地
の
保
有
に
つ
い
て
は

取
得
価
額
の
一
・
四
％
か
ら
、
固
定

資
産
税
分
を
差
し
引
い
た
額
を
、
五

月
三
十
一
日
ま
で
に
申
告
納
付
す
る

　
土
地
を
取
得
し
た
場
合

　
今
年
の
七
月
一
日
以
後
に
取
得
の

土
地
は
、
取
得
価
額
の
三
％
か
ら
、

不
動
産
取
得
税
分
を
差
し
引
い
た

額
、
取
得
が
一
月
一
日
前
一
年
以
内

の
も
の
は
、
そ
の
年
の
て
月
末
日
ま

で
。
七
月
一
日
前
一
年
以
内
取
得
の

も
の
は
、
そ
の
年
の
八
月
三
十
一
日

［
講
編

　
　
超
満
員
の
プ
ー
ル

　
　
七
月
か
ら
八
月
と
連
日
三
十
度
を

…
越
え
る
猛
暑
と
雨
の
降
ら
な
い
日
本

…
列
島
で
し
た
が
ぜ
暑
さ
に
比
例
す
る

㎜
よ
う
に
プ
ー
ル
人
口
も
ま
た
近
年
始

｝
っ
て
以
来
の
人
出
。

　
　
市
民
プ
ー
ル
の
最
高
記
録
は
七
月
…

…
＋
五
旦
日
）
の
二
干
七
皇
天
、
続
，

…
い
て
二
十
二
日
（
日
）
二
千
九
十
人
、

一
以
下
千
人
以
上
が
五
日
も
あ
り
ま
し

…
た
。
全
く
暑
い
今
年
の
夏
で
し
た
。

セ
で
に
申
告
納
付
。
た
だ
し
今
年
に

限
り
七
月
一
日
か
ら
取
得
の
も
の
は

来
年
の
二
月
末
日
申
告
細
付
。

　
税
金
の
か
か
ら
な
い
場
合

・
農
林
業
な
ど
を
営
む
た
め
の
も
の

・
法
に
よ
る
公
害
防
止
施
設
な
ど
の

用
地・

相
続
や
法
人
の
合
併
に
よ
る
形
式

的
な
本
の

　
な
お
、
詳
細
は
市
役
所
税
務
課
固

定
資
産
税
係
に
お
た
ず
ね
を
。

　
市
税
関
係
の
帳
簿
等

　
を
見
た
い
と
き

　
税
金
の
算
定
に
関
係
の
あ
る
台
帳

や
申
告
書
は
、
納
税
者
の
秘
密
保
護

の
た
め
本
人
以
外
は
、
閲
覧
や
証
明

な
ど
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
つ
壽
の
よ
う
な
取
扱
い

も
し
て
い
ま
す
の
で
ご
留
意
を
。

　
他
人
の
も
の
を
見
た
い
と
き
や
証

　
明
が
入
用
な
と
き

　
所
有
者
・
申
告
者
の
委
任
状
か
同

9
月
休
日
救
急
医

15

日
　
十
日
町
病
院
曾
．
．
」
．
．
．
六
．
番

16

日
中
条
病
院
曾
七
－
．
．
．
○
．
八
番

23
日
　
池
田
医
院
費
．
．
㌧
．
丘
八
．
番

30
日
　
山
ロ
医
院
含
．
．

．
．
．
ヒ
四
番

意
書
を
必
ず
お
持
ち
ぐ
だ
さ
い
。

（
手
数
料
一
件
五
十
円
）

　
郵
送
の
と
き

　
証
明
需
が
必
要
の
場
合
、
手
数
料

と
郵
送
料
を
同
封
、
　
（
他
人
の
も
の

“
委
任
状
か
同
意
書
同
封
）

　
電
話
で
の
請
求
は
で
き
ま
せ
ん

市
道
交
通
止
の
お
し
ら
せ

　市

民
体
育
館
前
の
第
．
晒
川
橋
聖

換
．
［
事
の
た
め
、
レ
．
月
．
．
影
“
、
・
ヤ

で
へ
〔
．
面
一
父
通
止
と
た
歩
e
・
」
噂
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．

　
ご
助
訪
L
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検
察
審
査
会
の
活
用
を

　
交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
の
犯
，
．
．
．
で

被
害
を
受
け
た
の
に
検
察
官
が
犯
人

を
裁
判
所
へ
起
訴
し
て
く
わ
ず
、
納

得
が
い
か
な
い
と
い
う
方
は
、
検
察

審
査
会
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
長
岡
検
察
審
査
会
事
務
局
（
長
岡

　
市
信
濃
二
丁
目
裁
判
所
凶
）

　
　
　
　
奮
＆
．
一
五
二
二
四
一
番

　
台
風
の
備
え
は
万
全
に

　
今
年
も
台
風
シ
ー
ズ
ノ
が
近
づ
き

ま
し
た
。
被
書
を
少
な
く
す
る
に
は

防
災
機
関
の
活
動
だ
け
で
な
く
、
住

民
の
ふ
だ
ん
の
準
備
や
注
音
心
が
大
切

　
今
か
ら
台
風
の
備
え
を
十
分
に
。

　
農
地
国
債
を
担
保
に

　
事
業
資
金
の
貸
付
け

　
図
民
金
融
公
庫
で
は
、
農
地
被
買

収
者
園
庫
飢
券
を
担
保
レ
し
し
て
事
業

資
金
を
貸
付
け
ま
す
．

　
・
借
入
限
度
額
十
万
円
（
期
限
末

到
来
の
賦
札
金
額
に
九
十
一
％
を
乗

じ
て
得
た
金
額
の
合
計
金
額
以
内
）

　
・
貸
付
期
限
は
五
年
以
内

　
・
貸
付
利
率
は
年
六
％

　
・
年
賦
償
還
、
毎
年
六
月
＋
五
日

　
　
納
入

　
な
お
、
借
入
希
望
者
は
、
市
役
所
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農
業
委
員
会
事
務
局
で
借
入
申
し
込

み
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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／
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秋
季
消
防
演
習

　
市
消
防
団
は
、
秋
季
消
防
演
習
の

た
め
当
日
早
朝
警
鐘
を
点
打
し
ま
す

　
期
日
．
／
十
月
二
十
一
日
。
時
問
、
／

午
前
八
時
半
。
場
所
／
十
日
町
、
川

治
の
市
街
地
．
、

　
住
宅
統
計
調
査
に

　
ご
協
力
を

　
き
た
る
十
月
一
目
現
在
で
、
全
国

一
斉
に
「
昭
和
四
十
八
年
住
宅
統
計

調
査
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
九
月
二
十
四
日
か
ら

三
十
日
の
間
に
調
査
員
が
、
カ
ヅ
コ

内
地
区
各
世
帯
に
お
伺
い
し
ま
す
の

で
、
ご
脇
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
宮
沢
竹
利
（
田
川
町
一
）
小
海
義

輝
（
田
中
町
東
）
阿
部
六
太
郎
（
田

中
町
西
）
江
村
進
（
根
茂
寮
）
中
林

順
治
（
昭
和
町
四
）
田
村
孝
次
郎

（
加
賀
糸
屋
町
）
田
村
喜
作
（
本
町

二
）
小
宮
山
正
巳
（
高
田
町
三
東
）

田
村
猛
（
本
町
西
一
）
滝
沢
文
古

（
本
町
一
上
）
長
津
進
（
寿
町
）
阿

部
重
吉
（
春
口
町
、
こ
樋
口
彰
（
山

本
町
一
）
丸
山
実
（
稲
葉
）
長
野
利

雄
（
小
泉
）
佐
藤
伍
作
（
四
日
町
新

田
一
）
樋
熊
茂
夫
（
新
座
三
）
柳
邦

男
（
新
座
四
）
久
保
田
俊
作
（
菅

沼
、
宇
田
ケ
沢
）
阿
部
昭
吉
（
柚
木

又
）
俵
山
正
亥
（
ニ
ツ
屋
）
福
崎
仁

太
郎
（
細
尾
、
天
池
）
金
沢
昭
平

　
（
珠
川
）
柳
初
男
（
小
黒
沢
）
宮
沢

長
松
（
伊
達
二
）
池
田
一
雄
（
梅

沢
）
中
林
栄
三
郎
（
背
戸
）
藤
巻
亮

（
下
山
）
水
落
武
（
下
条
中
央
通
）

田
村
文
吉
（
ニ
タ
子
）

　
市
職
員
を
募
集

　
昭
和
四
十
八
年
十
二
月
採
用
予
定

（
水
道
技
帥
職
員
）
及
び
四
十
九
年

四
月
採
用
予
定
二
般
事
務
職
員
）

の
市
職
員
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

職
種
と
応
募
資
格

　
▽
一
般
事
務
　
・
高
卒
及
び
短
大

　
卒
（
明
年
三
月
卒
業
見
込
者
を
含

　
む
）
で
、
昭
和
二
十
八
年
四
月
二

　
日
以
降
出
生
の
男
女
若
干
名
。

　
▽
水
道
技
師
職
員
…
高
卒
で
昭

　
和
二
十
三
年
四
月
二
日
以
降
出
生

　
の
男
子
一
名
。
　
（
水
源
地
勤
務
）

試
験
の
期
日
等

　
昭
和
四
十
八
年
十
月
二
十
日
、
市

　
役
所
に
て
（
階
間
等
は
申
し
込
み

　
者
に
通
知
し
ヰ
す
）

受
験
申
し
込
み

　
職
員
採
用
試
験
申
し
込
み
書
（
用

　
紙
は
総
務
課
に
）
、
卒
業
見
込
み

　
証
明
書
、
成
績
証
明
書
を
、
昭
和

　
四
十
八
年
十
月
五
日
ま
で
に
、
市

　
役
所
総
務
課
ま
た
は
セ
ロ
町
公
共

　
職
業
安
定
所
に
、
．
、
提
出
＼
だ
さ

　
い
．
な
お
、
不
明
の
点
は
南
役
所

　
総
務
課
（
富
ヒ
㌧
一
二
二
番
）

　
へ
。

ヨ週葎ん

縁
世
勝

　
こ
ん
な
写
真
は

ー
l
D
な
ど

　
市
報
と
お
か
ま
ち
を
さ
ら
に
よ
く
す

　
る
た
め
の
撹
評
な
ど
を
お
寄
せ
い
た

　
だ
く
広
報
協
力
員
を
求
め
ま
す
。
主

　
な
仕
事
は
、
マ
ン
ガ
、
イ
ラ
ス
ト
、
、

　
写
真
、
詩
な
ど
を
提
供
し
て
い
た
だ

　
く
こ
と
で
す
。
や
っ
て
み
た
い
方
は

　
市
役
所
企
画
財
政
課
　
企
画
広
報
係

　
　
（
費
七
i
三
一
一
一
番
）
へ
。

と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い

：
つ
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か
つ
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跳
ぷ

あ
が
る

歓
声

組
み
あ
わ
せ
た

手
と
手
に

流
れ
る
汗

き
い
ろ
味
を
帯
び
て
き
た

ひ
か
り
に

人
の
影
が

走
る健

康
な

秋
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教育

塘
設
々
備
の
充
実

建
設
す
す
む
十
日
町
小
中
学
校

一
階
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
込
み

を
完
了
し
た
十
小
増
築
工
事

　
市
で
は
、
み
な
さ
ん
に
豊
か

で
住
み
よ
い
暮
ら
し
を
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
三
本
の
基
本
的

施
策
を
中
心
に
努
力
を
つ
づ
け

て
い
ま
す
。

　
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
教
育
文

化
の
向
上
に
つ
い
て
み
ま
す
と

昭
翻
四
十
八
年
度
予
算
の
う
ち

教
育
費
は
歳
出
の
ト
ッ
プ
を
し

め
る
八
億
二
干
七
百
六
十
九
万

円
を
計
上
、
教
育
環
境
の
整
備

充
実
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

　
今
、
月
は
着
々
す
す
む
学
校
建

築
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
ま
し
た
。

　
市
で
は
教
育
環
境
を
整
備
す
う
た

め
、
小
中
学
校
々
舎
等
の
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
，
尺
ぎ
な
事
業
と
し
て

は
．
去
る
八
月
完
成
し
た
東
小
学
校

や
（
仮
称
）
西
小
学
校
の
用
地
買
収

を
は
じ
め
、
現
在
で
は
、
＋
日
町
小

学
校
の
増
築
工
事
と
十
日
町
中
学
校

教
育
委
員
に
滝
沢
栄
輔
氏

第
三
回
市
議
会
定
例
会

　
昭
和
四
十
八
年
第
三
回
定
例
会
は

去
る
九
月
十
八
日
か
ら
二
t
六
日
ま

で
の
会
期
九
日
間
で
開
か
れ
モ
十
八

議
案
を
審
議
　
三
十
四
議
案
を
可
決

一
議
案
を
修
正
可
決
。
三
議
案
を
建

設
企
業
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
お
も
な
も
の
は
、
市
災

害
救
助
条
例
の
制
定
や
ヒ
ロ
町
市
、

川
西
町
衛
生
施
設
組
合
の
設
立
、
昭

和
四
十
八
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
　
一
般
廃
棄
物
（
し
尿
を
除
く
）

　
及
び
産
業
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、

　
十
日
町
市
、
川
西
町
衛
生
組
合
の

　
設
立
に
よ
り
、
十
日
町
市
と
川
西

　
町
が
其
同
で
収
集
処
理
す
る
こ
と

屋
体
改
築
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
後
、
南
雲
冬
期
分
校
の
新
築

工
事
な
ど
も
予
定
さ
れ
、
明
る
い
教

育
環
境
の
な
か
で
の
教
育
効
果
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

十
日
町
小
の
校
舎

増
築

十
日
町
小
学
校
は
、
三
十
四
学
級

と
い
う
大
規
模
校
の
た
め
、
昭
和
五

十
一
年
度
を
目
標
に
（
仮
称
）
西
小

学
校
と
の
分
離
計
画
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
現
在
、
十
日
町
小
学
校
は
、
児
童

数
の
増
加
か
ら
特
別
教
室
（
音
楽
、

理
科
室
等
）
を
全
部
普
通
教
室
と
し

て
使
用
し
て
い
る
た
め
、
最
低
、
四

教
室
を
増
築
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も

の
で
す
。

　
総
工
事
費
二
千
七
百
十
万
円
で
普

通
教
室
（
建
築
面
積
五
百
六
十
平
方

耕
）
の
増
築
工
事
が
十
二
月
五
日
完

成
を
メ
ド
に
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

に
な
り
ま
す
。
現
在
あ
る
ご
み
焼
却

場
の
と
な
り
に
、
総
工
事
費
二
億
八

千
五
百
万
円
で
ご
み
焼
却
炉
を
増
設

し
ま
す
。
工
期
は
四
十
八
年
、
四
十

九
年
の
ニ
カ
年
を
予
定
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
焼
却
炉
が
完
成
し
ま
す
と

さ
ら
に
日
あ
た
り
六
十
ト
ン
の
ご
み

処
理
可
能
と
な
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か

教
育
委
員
に
滝
沢
栄
輔
氏
、
人
権

擁
護
委
員
候
補
者
に
小
林
賢
秀
、
武

田
文
雄
、
小
川
彦
一
郎
の
三
氏
を
推

せ
ん
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
．

十
日
町
中
屋
体

の
改
築

支柱枠組み作業中の十中屋体

　
十
日
町
中
学
校
の
屋
内
体
育
館
は

老
朽
化
が
著
る
し
く
、
使
用
に
も
差

し
つ
か
え
て
い
た
の
で
す
が
、
こ
の

ほ
ど
総
工
事
費
九
千
三
百
七
十
四
万

円
で
着
工
し
ま
し
た
。

　
屋
体
の
建
築
面
積
は
、
千
八
百
四

十
三
平
方
層
で
ス
テ
ー
ジ
付
き
と
な

り
ま
す
．

　
子
宮
が
ん
検
診

　
　
の
お
す
す
め

　
ど
ん
な
病
気
で
も
、
早
期
発
見
、

早
期
治
療
が
最
も
大
切
で
す
が
、
去

る
七
月
二
十
六
日
か
ら
八
月
哺
日
ま

で
の
六
日
間
、
子
宮
が
ん
検
診
を
行

な
っ
た
と
こ
ろ
、
検
診
者
千
六
百
四

十
六
名
中
緊
急
要
医
療
三
名
、
そ
の

他
疾
患
五
百
七
十
七
名
が
発
見
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
、
異
常
な
し
と
さ
れ

た
人
も
毎
年
検
診
を
受
け
る
よ
う
お

す
す
め
し
ま
す
．

　
赤
倉
部
落
に

　
　
ご
み
焼
却
炉

　
住
み
郷
十
日
町
分
会
（
山
内
正
豊

会
長
）
は
、
こ
の
ほ
ど
赤
倉
部
落
に

簡
易
ご
み
焼
却
炉
三
基
を
寄
贈
し
ま

し
た
。
地
域
民
は
赤
倉
部
落
を
明
る

く
き
れ
い
な
環
境
づ
く
り
の
モ
デ
ル

地
域
に
育
て
た
い
と
は
り
き
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
同
分
会
は
、
国
道
二

五
三
号
線
八
箇
ト
ソ
ネ
ル
入
口
の
駐

車
場
に
ド
ラ
ム
缶
の
ご
み
箱
二
個
を

設
置
す
る
な
ど
、
衛
生
的
な
ま
ち
づ

く
り
に
努
力
を
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

　
　
無
登
録
織
機
は

　
届
け
出
を

　
無
登
録
織
機
（
無
籍
織
機
）
を
所

有
さ
れ
て
い
る
方
は
、
十
月
二
十
五

日
ま
で
に
届
け
出
れ
ば
登
録
さ
れ

ま
す
。
登
録
の
な
い
織
機
は
事
業
停

止
等
の
対
象
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く
は
市
商
工

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

期日：・・月23日第1回午後1時開演　貧場揖…謝編騰繍恥
　　　　　　　　　第2回午後5時30分開演　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入場券取扱い一一市内各公民館、ダイセ洋品店
　　　　どうぞご鑑賞ください　　　　　潮回につき鰯り1ミャコヤ時計店、朝日堂時計店
文化庁は、昭和48年度移動芸術祭r文楽」を当市に派遣、公演　　　　⇔公演内容平家女護島（鬼界ケ島の段）曽根崎心中（生E社前の段・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　天満屋の段、天神森の段）するこ皇になりました。人形浄瑠璃π裏楽」は重要無形文化　主　催　　　　　　愈出演者　，嚢要無形文化財保持者竹本越路太夫竹六

財に指疋されており・わが国の代表的芸能です・　〈文化庁・新潟県教委・十日町市教委〉　　　弥七ほか29名　　　　　　　　’　ノ
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スボ㌧・ツで健康彦・！ガiう膏くづくり牽

　わたくしたちは、自分に適した運動を規則正しく行な
い、健康な毎日を過ごしたいものです。最初からむずか
しいルールや技術でなく、身近にできる簡単なことから
はじめるとよいでしょう……。

市
の
体
育
施
設
が
あ
り
ま
す

　
　
わ
ず
か
な
時
間
を
見
つ
け
て
み

ん
な
で
ス
ボ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
。
み
な
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　
婦
人
体
育
教
室
で
ア
ー
チ
ェ

　
リ
ー
の
指
導
（
水
沢
小
）

　
ー
体
育
施
設
の
申
し
込
み
は
ー

　
つ
ぎ
の
施
設
・
設
備
を
無
料
開
放

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は

市
教
委
社
会
教
育
課
（
曾
七
－
一
三

一
一
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
市
民
体
育
館
、
学
校
開
放
関
係
…

卸

十
日
町
実
業
高
校
・
市
内
小
中
学

校
の
体
育
施
設
、
武
道
練
習
場
、
市

営
グ
ラ
ウ
ソ
ド
、
市
民
ス
キ
ー
場
、

市
民
ブ
ー
ル
（
有
料
）
。

　
婦
人
体
育
教
室
へ

　
ど
う
ぞ

　
十
月
は
体
力
づ
く
り
強
調
月
間
で

す
。
と
か
く
家
庭
の
主
婦
の
方
は
運

動
不
足
に
な
り
が
ち
。
市
で
は
、
十

一
月
ま
で
「
婦
人
体
育
教
室
」
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
婦
人
の
方
な
ら
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
こ
の

お
待
ち
し
て

機
会
に
運
動
で
健
康
と
若
が
え
り
を

は
か
っ
て
く
だ
さ
い
。
種
目
は
、
パ

レ
ー
ボ
ー
ル
・
バ
ド
ミ
ソ
ト
ソ
・
ア

ー
チ
ェ
リ
ー
・
体
操
な
ど
で
す
。

　
婦
人
体
育
教
室
の
日
程

鍵
十
目
町
地
区

　
毎
週
月
曜
日
の
午
前
九
時
と
午
後

七
時
の
二
回
…
…
市
民
体
育
館

翻
川
治
地
区

　
毎
週
木
曜
日
の
午
後
七
時
；
・
・
刀

治
小
学
校

騰
水
沢
地
区

　
毎
週
金
曜
日
の
午
後
七
時
・
…
・
水

沢
小
学
校
。

い
ま
す

交
通
事
故
、
行
政
相
談
な
ど

　
十
月
十
四
日
か
ら
十
月
二
十
日
の

一
週
間
は
、
行
政
相
談
週
間
で
す
。

　
市
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
の
で
、
国
や
県
、
市

な
ど
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望

な
ど
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
心
配
ご
と
相
談
や
交
通
事

故
相
談
な
ど
も
あ
わ
せ
て
行
な
い
ま

す
。

　
相
談
は
無
料
、
秘
密
を
厳
守
し
ま

す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
相
談
の
日
程

　
十
月
十
七
日
午
前
九
時
～
正
午

　
　
克
雪
管
理
セ
ソ
タ
ー
（
新
水
）

十
月
十
七
日
午
後
一
時
～
午
後
四
時

　
　
　
　
東
下
組
分
館
（
漉
野
）

十
月
十
九
日
午
前
九
時
～
正
午

　
　
　
　
　
　
　
　
水
沢
出
張
所

十
月
十
九
日
午
後
一
時
～
午
後
四
時

　
　
　
　
　
　
　
　
六
箇
出
張
所

十
月
二
十
日
午
前
九
時
～
正
午

　
　
　
　
　
市
役
所
市
民
相
談
室

　
　
担
当

　
　
行
政
相
談
委
員
　
渡
辺
福
栄

　
　
心
配
ご
と
相
談
員
　
徳
永
泰
三

　
お
気
軽
に
ご
相
談
を

　
長
岡
社
会
保
険
事
務
所
は
、
厚
生

年
金
、
健
康
保
険
、
国
民
年
金
等
の

社
会
保
険
相
談
を
つ
ぎ
の
日
程
で
開

き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
を

と
き
、
十
月
十
九
日
午
前
十
時
～

　
午
後
三
時

　
と
こ
ろ
、
十
日
町
織
物
会
館
前

　
伐
採
し
た
と
き
は
届

　
け
出
を

　
人
工
林
や
天
然
林
を
伐
採
し
た
方

は
、
　
「
伐
採
届
出
書
」
を
小
千
谷
林

業
事
務
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
用
紙
は
、
市
役
所
農
林
課
ま
た
は

市
森
林
組
合
に
。

　
公
営
住
宅
入
居
補
欠

　
者
募
集

　
既
設
の
公
営
住
宅
（
市
営
住
宅
・

県
営
住
宅
）
の
入
居
補
欠
者
を
つ
ぎ

に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

　
受
付
期
間
　
昭
和
四
十
八
年
十
月

十
六
日
～
十
月
二
十
二
日

　
受
付
場
所
　
市
役
所
社
会
福
祉
事

務
所

　
資
格
等
　
資
格
等
く
わ
し
い
こ
と

は
、
市
役
所
社
会
福
祉
事
務
所
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

柳嘆

第8回

礁人徽7大会鶴
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写
真
ク
ラ

ゆ

7

フ
ォ
！
ト
雪
だ
る
ま

私
達
の
ク
ラ
ブ
は

「
フ
オ
ー
ト
雪
だ
る
ま
」
で
す
。
会

長
以
下
十
名
、
今
日
的
な
写
真
を
写

し
て
い
ま
す
。

　
で
も
、
ち
っ
と
も
気
張
っ
て
な
ん

か
い
ま
せ
ん
。
い
つ
も
ワ
イ
ワ
イ
ガ

ヤ
ガ
ヤ
し
て
い
ま
す
。
年
令
も
二
十

四
歳
か
ら
中
年
ま
で
と
差
が
あ
り
ま

す
が
少
し
も
気
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
年
に
一
度
ク
ラ
ブ
発
表
展
が
あ
り

み
ん
な
が
協
力
し
ま
す
ゆ
だ
か
ら
長

続
き
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ど
な

た
さ
ま
も
年
令
や
写
歴
に
こ
だ
わ
ら

ず
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
．
集
会
日

時
毎
月
二
十
二
日
午
後
七
時
半

会
場
　
和
泉
軒
食
堂
二
階
（
本
町
二
）
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教育

塘
設
々
備
の
充
実

建
設
す
す
む
十
日
町
小
中
学
校

一
階
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
込
み

を
完
了
し
た
十
小
増
築
工
事

　
市
で
は
、
み
な
さ
ん
に
豊
か

で
住
み
よ
い
暮
ら
し
を
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
三
本
の
基
本
的

施
策
を
中
心
に
努
力
を
つ
づ
け

て
い
ま
す
。

　
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
教
育
文

化
の
向
上
に
つ
い
て
み
ま
す
と

昭
翻
四
十
八
年
度
予
算
の
う
ち

教
育
費
は
歳
出
の
ト
ッ
プ
を
し

め
る
八
億
二
干
七
百
六
十
九
万

円
を
計
上
、
教
育
環
境
の
整
備

充
実
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

　
今
、
月
は
着
々
す
す
む
学
校
建

築
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
ま
し
た
。

　
市
で
は
教
育
環
境
を
整
備
す
う
た

め
、
小
中
学
校
々
舎
等
の
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
，
尺
ぎ
な
事
業
と
し
て

は
．
去
る
八
月
完
成
し
た
東
小
学
校

や
（
仮
称
）
西
小
学
校
の
用
地
買
収

を
は
じ
め
、
現
在
で
は
、
＋
日
町
小

学
校
の
増
築
工
事
と
十
日
町
中
学
校

教
育
委
員
に
滝
沢
栄
輔
氏

第
三
回
市
議
会
定
例
会

　
昭
和
四
十
八
年
第
三
回
定
例
会
は

去
る
九
月
十
八
日
か
ら
二
t
六
日
ま

で
の
会
期
九
日
間
で
開
か
れ
モ
十
八

議
案
を
審
議
　
三
十
四
議
案
を
可
決

一
議
案
を
修
正
可
決
。
三
議
案
を
建

設
企
業
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
お
も
な
も
の
は
、
市
災

害
救
助
条
例
の
制
定
や
ヒ
ロ
町
市
、

川
西
町
衛
生
施
設
組
合
の
設
立
、
昭

和
四
十
八
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
　
一
般
廃
棄
物
（
し
尿
を
除
く
）

　
及
び
産
業
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、

　
十
日
町
市
、
川
西
町
衛
生
組
合
の

　
設
立
に
よ
り
、
十
日
町
市
と
川
西

　
町
が
其
同
で
収
集
処
理
す
る
こ
と

屋
体
改
築
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
後
、
南
雲
冬
期
分
校
の
新
築

工
事
な
ど
も
予
定
さ
れ
、
明
る
い
教

育
環
境
の
な
か
で
の
教
育
効
果
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

十
日
町
小
の
校
舎

増
築

十
日
町
小
学
校
は
、
三
十
四
学
級

と
い
う
大
規
模
校
の
た
め
、
昭
和
五

十
一
年
度
を
目
標
に
（
仮
称
）
西
小

学
校
と
の
分
離
計
画
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
現
在
、
十
日
町
小
学
校
は
、
児
童

数
の
増
加
か
ら
特
別
教
室
（
音
楽
、

理
科
室
等
）
を
全
部
普
通
教
室
と
し

て
使
用
し
て
い
る
た
め
、
最
低
、
四

教
室
を
増
築
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も

の
で
す
。

　
総
工
事
費
二
千
七
百
十
万
円
で
普

通
教
室
（
建
築
面
積
五
百
六
十
平
方

耕
）
の
増
築
工
事
が
十
二
月
五
日
完

成
を
メ
ド
に
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

に
な
り
ま
す
。
現
在
あ
る
ご
み
焼
却

場
の
と
な
り
に
、
総
工
事
費
二
億
八

千
五
百
万
円
で
ご
み
焼
却
炉
を
増
設

し
ま
す
。
工
期
は
四
十
八
年
、
四
十

九
年
の
ニ
カ
年
を
予
定
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
焼
却
炉
が
完
成
し
ま
す
と

さ
ら
に
日
あ
た
り
六
十
ト
ン
の
ご
み

処
理
可
能
と
な
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か

教
育
委
員
に
滝
沢
栄
輔
氏
、
人
権

擁
護
委
員
候
補
者
に
小
林
賢
秀
、
武

田
文
雄
、
小
川
彦
一
郎
の
三
氏
を
推

せ
ん
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
．

十
日
町
中
屋
体

の
改
築

支柱枠組み作業中の十中屋体

　
十
日
町
中
学
校
の
屋
内
体
育
館
は

老
朽
化
が
著
る
し
く
、
使
用
に
も
差

し
つ
か
え
て
い
た
の
で
す
が
、
こ
の

ほ
ど
総
工
事
費
九
千
三
百
七
十
四
万

円
で
着
工
し
ま
し
た
。

　
屋
体
の
建
築
面
積
は
、
千
八
百
四

十
三
平
方
層
で
ス
テ
ー
ジ
付
き
と
な

り
ま
す
．

　
子
宮
が
ん
検
診

　
　
の
お
す
す
め

　
ど
ん
な
病
気
で
も
、
早
期
発
見
、

早
期
治
療
が
最
も
大
切
で
す
が
、
去

る
七
月
二
十
六
日
か
ら
八
月
哺
日
ま

で
の
六
日
間
、
子
宮
が
ん
検
診
を
行

な
っ
た
と
こ
ろ
、
検
診
者
千
六
百
四

十
六
名
中
緊
急
要
医
療
三
名
、
そ
の

他
疾
患
五
百
七
十
七
名
が
発
見
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
、
異
常
な
し
と
さ
れ

た
人
も
毎
年
検
診
を
受
け
る
よ
う
お

す
す
め
し
ま
す
．

　
赤
倉
部
落
に

　
　
ご
み
焼
却
炉

　
住
み
郷
十
日
町
分
会
（
山
内
正
豊

会
長
）
は
、
こ
の
ほ
ど
赤
倉
部
落
に

簡
易
ご
み
焼
却
炉
三
基
を
寄
贈
し
ま

し
た
。
地
域
民
は
赤
倉
部
落
を
明
る

く
き
れ
い
な
環
境
づ
く
り
の
モ
デ
ル

地
域
に
育
て
た
い
と
は
り
き
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
同
分
会
は
、
国
道
二

五
三
号
線
八
箇
ト
ソ
ネ
ル
入
口
の
駐

車
場
に
ド
ラ
ム
缶
の
ご
み
箱
二
個
を

設
置
す
る
な
ど
、
衛
生
的
な
ま
ち
づ

く
り
に
努
力
を
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

　
　
無
登
録
織
機
は

　
届
け
出
を

　
無
登
録
織
機
（
無
籍
織
機
）
を
所

有
さ
れ
て
い
る
方
は
、
十
月
二
十
五

日
ま
で
に
届
け
出
れ
ば
登
録
さ
れ

ま
す
。
登
録
の
な
い
織
機
は
事
業
停

止
等
の
対
象
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く
は
市
商
工

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

期日：・・月23日第1回午後1時開演　貧場揖…謝編騰繍恥
　　　　　　　　　第2回午後5時30分開演　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入場券取扱い一一市内各公民館、ダイセ洋品店
　　　　どうぞご鑑賞ください　　　　　潮回につき鰯り1ミャコヤ時計店、朝日堂時計店
文化庁は、昭和48年度移動芸術祭r文楽」を当市に派遣、公演　　　　⇔公演内容平家女護島（鬼界ケ島の段）曽根崎心中（生E社前の段・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　天満屋の段、天神森の段）するこ皇になりました。人形浄瑠璃π裏楽」は重要無形文化　主　催　　　　　　愈出演者　，嚢要無形文化財保持者竹本越路太夫竹六

財に指疋されており・わが国の代表的芸能です・　〈文化庁・新潟県教委・十日町市教委〉　　　弥七ほか29名　　　　　　　　’　ノ
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スボ㌧・ツで健康彦・！ガiう膏くづくり牽

　わたくしたちは、自分に適した運動を規則正しく行な
い、健康な毎日を過ごしたいものです。最初からむずか
しいルールや技術でなく、身近にできる簡単なことから
はじめるとよいでしょう……。

市
の
体
育
施
設
が
あ
り
ま
す

　
　
わ
ず
か
な
時
間
を
見
つ
け
て
み

ん
な
で
ス
ボ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
。
み
な
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　
婦
人
体
育
教
室
で
ア
ー
チ
ェ

　
リ
ー
の
指
導
（
水
沢
小
）

　
ー
体
育
施
設
の
申
し
込
み
は
ー

　
つ
ぎ
の
施
設
・
設
備
を
無
料
開
放

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は

市
教
委
社
会
教
育
課
（
曾
七
－
一
三

一
一
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
市
民
体
育
館
、
学
校
開
放
関
係
…

卸

十
日
町
実
業
高
校
・
市
内
小
中
学

校
の
体
育
施
設
、
武
道
練
習
場
、
市

営
グ
ラ
ウ
ソ
ド
、
市
民
ス
キ
ー
場
、

市
民
ブ
ー
ル
（
有
料
）
。

　
婦
人
体
育
教
室
へ

　
ど
う
ぞ

　
十
月
は
体
力
づ
く
り
強
調
月
間
で

す
。
と
か
く
家
庭
の
主
婦
の
方
は
運

動
不
足
に
な
り
が
ち
。
市
で
は
、
十

一
月
ま
で
「
婦
人
体
育
教
室
」
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
婦
人
の
方
な
ら
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
こ
の

お
待
ち
し
て

機
会
に
運
動
で
健
康
と
若
が
え
り
を

は
か
っ
て
く
だ
さ
い
。
種
目
は
、
パ

レ
ー
ボ
ー
ル
・
バ
ド
ミ
ソ
ト
ソ
・
ア

ー
チ
ェ
リ
ー
・
体
操
な
ど
で
す
。

　
婦
人
体
育
教
室
の
日
程

鍵
十
目
町
地
区

　
毎
週
月
曜
日
の
午
前
九
時
と
午
後

七
時
の
二
回
…
…
市
民
体
育
館

翻
川
治
地
区

　
毎
週
木
曜
日
の
午
後
七
時
；
・
・
刀

治
小
学
校

騰
水
沢
地
区

　
毎
週
金
曜
日
の
午
後
七
時
・
…
・
水

沢
小
学
校
。

い
ま
す

交
通
事
故
、
行
政
相
談
な
ど

　
十
月
十
四
日
か
ら
十
月
二
十
日
の

一
週
間
は
、
行
政
相
談
週
間
で
す
。

　
市
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
の
で
、
国
や
県
、
市

な
ど
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望

な
ど
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
心
配
ご
と
相
談
や
交
通
事

故
相
談
な
ど
も
あ
わ
せ
て
行
な
い
ま

す
。

　
相
談
は
無
料
、
秘
密
を
厳
守
し
ま

す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
相
談
の
日
程

　
十
月
十
七
日
午
前
九
時
～
正
午

　
　
克
雪
管
理
セ
ソ
タ
ー
（
新
水
）

十
月
十
七
日
午
後
一
時
～
午
後
四
時

　
　
　
　
東
下
組
分
館
（
漉
野
）

十
月
十
九
日
午
前
九
時
～
正
午

　
　
　
　
　
　
　
　
水
沢
出
張
所

十
月
十
九
日
午
後
一
時
～
午
後
四
時

　
　
　
　
　
　
　
　
六
箇
出
張
所

十
月
二
十
日
午
前
九
時
～
正
午

　
　
　
　
　
市
役
所
市
民
相
談
室

　
　
担
当

　
　
行
政
相
談
委
員
　
渡
辺
福
栄

　
　
心
配
ご
と
相
談
員
　
徳
永
泰
三

　
お
気
軽
に
ご
相
談
を

　
長
岡
社
会
保
険
事
務
所
は
、
厚
生

年
金
、
健
康
保
険
、
国
民
年
金
等
の

社
会
保
険
相
談
を
つ
ぎ
の
日
程
で
開

き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
を

と
き
、
十
月
十
九
日
午
前
十
時
～

　
午
後
三
時

　
と
こ
ろ
、
十
日
町
織
物
会
館
前

　
伐
採
し
た
と
き
は
届

　
け
出
を

　
人
工
林
や
天
然
林
を
伐
採
し
た
方

は
、
　
「
伐
採
届
出
書
」
を
小
千
谷
林

業
事
務
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
用
紙
は
、
市
役
所
農
林
課
ま
た
は

市
森
林
組
合
に
。

　
公
営
住
宅
入
居
補
欠

　
者
募
集

　
既
設
の
公
営
住
宅
（
市
営
住
宅
・

県
営
住
宅
）
の
入
居
補
欠
者
を
つ
ぎ

に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

　
受
付
期
間
　
昭
和
四
十
八
年
十
月

十
六
日
～
十
月
二
十
二
日

　
受
付
場
所
　
市
役
所
社
会
福
祉
事

務
所

　
資
格
等
　
資
格
等
く
わ
し
い
こ
と

は
、
市
役
所
社
会
福
祉
事
務
所
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

柳嘆

第8回

礁人徽7大会鶴
墾灘瓶福響
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＝
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＝
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＝
一
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＝
■

写
真
ク
ラ

ゆ

7

フ
ォ
！
ト
雪
だ
る
ま

私
達
の
ク
ラ
ブ
は

「
フ
オ
ー
ト
雪
だ
る
ま
」
で
す
。
会

長
以
下
十
名
、
今
日
的
な
写
真
を
写

し
て
い
ま
す
。

　
で
も
、
ち
っ
と
も
気
張
っ
て
な
ん

か
い
ま
せ
ん
。
い
つ
も
ワ
イ
ワ
イ
ガ

ヤ
ガ
ヤ
し
て
い
ま
す
。
年
令
も
二
十

四
歳
か
ら
中
年
ま
で
と
差
が
あ
り
ま

す
が
少
し
も
気
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
年
に
一
度
ク
ラ
ブ
発
表
展
が
あ
り

み
ん
な
が
協
力
し
ま
す
ゆ
だ
か
ら
長

続
き
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ど
な

た
さ
ま
も
年
令
や
写
歴
に
こ
だ
わ
ら

ず
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
．
集
会
日

時
毎
月
二
十
二
日
午
後
七
時
半

会
場
　
和
泉
軒
食
堂
二
階
（
本
町
二
）
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赤
い
羽
根
共
同
募
金
に

ご

　
こ
と
し
も
、
十
月
一
目
か
ら
赤
い

羽
根
共
同
募
金
運
動
が
は
じ
ま
り
ま

し
た
。
み
な
さ
ん
の
暖
か
い
善
意
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
47
年
度
募
金
の
お
も
な
使
い
み
ち

　
つ
ぎ
の
と
お
り
、
地
域
の
福
祉
向

上
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
県
内
社
会
福
祉
施
設
に
六
十
六

万
三
千
円
、
季
節
保
育
所
（
へ
き
地

を
含
む
）
七
十
八
万
九
千
円
、
子
供

会
九
万
円
、
遊
園
地
二
十
万
円
、
老

人
ク
ラ
ブ
三
十
五
万
二
千
円
、
敬
老

事
業
三
十
万
円
、
身
体
障
害
者
会
、

盲
人
会
、
傷
疲
軍
人
会
等
一
、
十
一
万

三
千
円
、
身
体
障
害
老
（
児
）
十
三

万
円
、
母
子
福
祉
費
九
万
五
千
円
、

歳
末
見
舞
金
百
十
一
万
二
千
円
。

　
水
道
使
用
量
（
日
）
の
最
高
は

　
ひ
と
り
ド
ラ
ム
缶
二
本
半

　
　
例
年
、
水
道
水
の
ピ
ー
ク
は

　
八
月
と
二
月
で
し
た
が
、
今
年

　
は
つ
ゆ
明
け
が
早
く
、
猛
暑
が

　
七
月
か
ら
続
い
た
た
め
、
H
あ

　
た
り
水
道
使
用
量
の
最
高
は
、

　
七
月
二
十
日
の
一
万
三
千
八
百

　
六
十
立
方
后
で
し
た
。

　
　
こ
れ
は
、
ひ
と
り
あ
た
り
で

　
み
る
と
二
百
リ
ッ
ト
ル
ド
ラ
ム

　
缶
二
本
半
の
水
を
使
用
し
た
こ

　
と
に
な
り
ま
す
Q

　
　
ま
た
最
低
は
六
月
三
日
の
八
　
…

…
賊
須
執
蛯
ぜ
鷺
」

協
力
を

懲
牌漁繭市長を

先
頭
に
街
頭
募
金
運
動

　
　
ク
ッ
キ
ン
グ

　
豆
腐
と
野
菜
の
妙

　
め
も
の

　
　
主
婦
蕪
木
ナ
ヵ
（
高
E
町
）

　
幼
児
か
ら
老
人
に
も
喜
ば
れ
る
豆

腐
料
理
は
い
か
が
で
す
か
。
パ
ソ
食

に
も
あ
い
ま
す
。

　
材
料
（
五
人
分
位
）
　
豆
腐
半

丁
、
ひ
ぎ
肉
百
4
、
キ
ャ
ベ
ッ
ニ
枚

長
ね
ぎ
一
本
、
人
参
、
さ
や
い
ん
げ

　
　
　
　
　
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猷
・
で
仏
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畿
、

　
　
　
　
彪
．
ん

　
　
ん
　
呵

　
　
　
　
　
　
　
、
、
恥

　
　
く
　
喜

　
　
　
　
　
　
　
イ
モ
．
　
俵

　
　
　
　
　
　
十

　
　
　
　
　
　
　
、
つ
＆
い
召

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
、
を

　
　
ろ
佑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卒
藷

し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職

③
靭

　
十
月
は
全
国
電
波
障

　
害
一
掃
月
間
で
す

　
近
所
に
大
き
な
建
物
が
で
き
て
、

テ
レ
ビ
の
映
り
が
悪
く
な
っ
た
り
、

ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無

線
、
モ
ー
タ
ー
、
ネ
オ
ン
等
か
ら
ラ

ジ
オ
、
テ
レ
ビ
に
受
信
障
害
を
う
け

て
お
園
り
の
方
は
、
近
く
の
ラ
ジ
オ

店
、
電
力
会
社
、
放
送
局
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

銃
砲
刀
類
は
届
け
出
を

　
銃
砲
刀
剣
類
を
所
持
す
る
場
合
は

届
け
出
が
必
要
で
す
．

　
ま
た
、
売
買
や
相
続
等
で
所
有
者

ん
は
色
合
に
少
々
、
サ
ラ
ダ
油
、
塩

ミ
リ
ン
、
し
ょ
う
油
。

　
調
理
法
　
豆
腐
は
水
切
り
を
し
、

野
菜
は
そ
れ
ぐ
千
切
り
に
し
て
置

き
、
豆
腐
を
除
く
そ
の
他
の
材
料
を

多
め
の
サ
ラ
ダ
油
で
強
火
で
妙
め

濃
い
目
に
味
付
け
る
。

　
こ
れ
に
豆
腐
を
く
ず
し
な
が
ら
妙

め
こ
め
ば
、
で
ぎ
あ
が
り
で
す
。

　
な
お
、
紛
チ
ー
ズ
や
パ
セ
リ
の
み

じ
ん
切
り
を
そ
え
る
と
、
い
っ
そ
う

お
い
し
く
な
り
ま
す
。

が
か
わ
っ
た
場
合
、
す
み
や
か
に
市

教
育
委
員
会
に
届
け
出
て
く
だ
さ

い
Q

　
登
録
審
査
会
の
日
程

　
十
月
十
二
日
午
前
十
時
～
午
後
三

時
、
中
越
婦
人
会
館
（
長
岡
市
城
内

町
三
）

　
持
参
す
る
も
の

　
鰹
銑
砲
刀
剣
類
及
び
銃
砲
刀
剣
類

発
見
届
出
受
理
証

　
鰹
金
五
百
円
分
の
新
潟
県
収
入
証

紙　
麟
印
鑑

　
寄
付
あ
り
が
と
う

　
▽
真
浄
院
（
四
日
町
）
　
－
一
万

五
千
円
　
▽
農
協
福
祉
会
館
（
交
通

遺
児
に
）
　
　
六
千
二
百
二
十
六
円

　
▽
田
中
伊
作
（
運
転
手
謝
礼
）
：

…
四
干
円
▽
小
林
賢
秀
（
川
原

町
）
　
　
一
万
円
▽
上
村
芳
三

　
（
貝
ノ
川
）
香
典
返
し
　
　
五
万
円

　
▽
滝
沢
政
治
（
母
大
島
ク
ニ
の
香

典
返
し
）
　
　
五
万
円
　
▽
飯
塚
孝

一
（
田
中
町
本
通
り
）
　
　
十
万
円

　
▽
桑
原
一
郎
（
講
師
謝
礼
）
・

三
千
円
　
▽
繊
労
コ
ー
ラ
ス
部
：

市
制
2
0
周
年
を
迎
え
て

　
こ
の
欄
は
、
来
年
の
市
制
2
0
周
年
を

　
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
れ
に
ま
つ
わ

　る

人
に
登
場
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
昭
和
二
十
九
年
か
ら
カ
メ
ラ

　
と
の
つ
き
あ
い
の
は
じ
ま
っ
た
庭
野
泰

　
明
さ
ん
に
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓬
　
　
　
㎜
龍

　
　
　
庭
野
泰
明
（
本
町
墓
）

　
庭
野
さ
ん
は
、
カ
メ
ラ
と
の
つ
き

あ
い
は
古
く
、
今
か
ら
二
十
年
程
前
。

　
中
学
生
の
頃
か
ら
写
真
に
興
昧
を

持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
自
分
の
趣
昧

の
山
登
り
か
ら
、
カ
メ
ラ
を
趣
昧
と

す
る
よ
う
に
な
・
．
た
i

　
卜
年
程
前
か
ら
市
内
の
ア
マ
チ
ュ

ア
写
真
ク
ラ
Z
光
画
ク
ラ
ブ
」
で
技

．
術
を
み
が
当
・
・
、
以
来
各
種
写
真
コ
ン

、
テ
ス
等
で
ヒ
位
入
賞
し
て
い
ま
す
．
、

　
市
報
と
お
か
ま
ち
は
、
あ
な
た
と

五
千
円
　
▽
滝
沢
恒
二
郎
（
本
町
一

上
）
敬
老
祝
金
－
…
二
千
円
　
▽
大

嶋
清
七
（
太
町
三
）
敬
老
祝
金
…

二
千
円
　
▽
竹
内
真
（
川
治
下
町
）

敬
老
祝
金
　
　
＝
千
円
　
▽
内
藤
直

義
（
控
木
）
敬
老
祝
金
…
千
円

m
月
休
日
救
急
医

14

日
大
島
医
院
魯
、
、
－
、
．
九
五
し
番

21

日
　
至
誠
堂
医
院
電
一
し
、
二
し
六
爵

28
日
　
十
日
町
病
院
魯
、
．
」
．
．
．
六
．
番

、羅：砂

膨
　
　
や
ビ
も
看
．
．
池
る

る
は
や
昌
．
て
“
．
て

　
　
ぐ
娠
よ
ー
ノ

＼　
　
　
ら

　
　
ン
ら

　
　
　
ピ

　
　
ゆ
　
　
　
　
ヱ
　
リ

　
　
　
（
辻
・

　
　
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
o
　
O

　
　
　
ら

o
　
　
　
　
↑
3
し
（
ん
・
・

3
汝
の
蛮
に
し
再

　
　
　
ご
（
歌
＆
〃
・

乏っ

　
　
b

鷹
無

　
そ
ん
％
幽
．
．

ぽ
く
が
却
っ
込
．
．
℃

春
う

▽
⑦

略
一
a

弘

　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▽
十
月
十
二
日
　
　
上
新
田
～
十

日
城
～
岩
野
～
原
～
板
橋
～
反
り
目

～
行
寺
～
為
永
～
野
田
～
蟹
沢
～
新

保
、
午
前
九
時
～
午
後
一
時
ま
で
，

　
▽
十
月
ニ
テ
四
日
…
：
山
本
一
部

～
八
箇
、
午
前
九
時
～
午
後
一
時
ま

で
。
　
▽
十
月
二
十
三
目
…
高
田

町
一
の
一
部
～
高
田
町
二
～
泉
町
一

部
～
栄
町
～
袋
町
一
部
～
昭
和
町
一

～
高
校
通
り
～
本
町
西
一
の
一
部
。

編
集
す
る
新
聞
と
し
て
、
さ
ら
に
よ
…

く
す
る
た
め
の
努
力
を
つ
づ
け
て
い
…

ま
す
が
、
庭
野
さ
ん
は
現
在
広
報
協
…

力
員
、
写
真
部
門
〉
と
し
て
活
躍
さ
れ
　

て
い
¢
6
す
G

シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
を
ね
ら
う
庭
野
さ
ん

　
旧
金
鶏
勲
章
叙
賜
一
時
賜
金
受

　
給
者
に
銀
杯
が
贈
ら
れ
ま
す

　
昭
和
十
五
年
四
月
二
十
九
日
付
旧

金
鶏
勲
章
一
時
賜
金
受
給
者
（
昭
和

三
十
八
年
四
月
一
日
以
降
に
死
亡
の

場
合
は
、
遺
族
）
に
銀
杯
が
贈
ら
れ

ま
す
。

　
該
当
者
は
、
十
二
月
末
日
ま
で
に

市
社
会
福
祉
事
務
所
で
、
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
．

　
　
一
円
貨
の
活
用
を

　
最
近
の
一
円
貨
は
、
年
々
退
蔵
性

が
強
ま
り
、
発
行
量
が
多
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
不
足
し
て
い
ま
す
．

　
各
家
庭
に
眠
っ
て
い
る
一
円
貨
を

有
効
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
十
月
は
簡
保
の
月

　
簡
易
保
険
で
は
、
十
月
を
簡
易
保

険
月
間
と
し
、
加
入
増
強
運
動
を
行

な
っ
て
い
ま
す
．

繍

麟

襲

簸
’

鹸
，

♂
ノ　

　
　
ぜ

㌔
贈

秘


